
伊豆大島におげるタペワンリスの

生態三駆除

• j': 田 JiI龍男1)

イJl'ï;J:の大 l:lïで、は近年になってタイワンリスが詐しく恭刑するに五った。とのため農林誌にい

ろいろな批守を与えているが，なかでも I，，:J!臼の主要な林ff.物であるツパキに与える被符はたび

ただしいものがある。とのためいj品の掠illJの生産相は以前の 3 分の 1 に減少しているという。

Ht{í'は 1946 "1三いらい，とれが生態についての~~Nð査を行い，その問要と対策を知り 1'Jたのでと

とに報fTする。なむp との到!j?I;の分まJÎについては!x~rr十lHLI事 1，・に負うととろが多い。また元大

島白然公1*1日物I~\Hとで、あった林芳江氏よりは貴重なる;記録をむ):11 らせいただいた。とわ論交の

発表にあたり両氏にì~~ (感謝する。

分類について

との動物は怖歯 11 リス.fJ!-に同し，学名を Callosciurus erythraeus thaiwanens� (Bonhote) 

といい示Il 1't をタイワンリス，またはタカサゴリスという。 J)日産地は台湾Iff合目にかぎられる。 {)1

豆大白のものは従来との I~:tf ，nのみとされていたが，軍ィ~'が 1948 年 12 JJ 22 f1にい]，r:J来ìi t 1"1

でJ来集した雌 umは p 黒川の r，J，bとによれば同じ台湾に産し，学れを Callosciurus erythraeus 

centralis (Bonhote) といい，手lI1't をスヂハラリス P またはアカスヂタイワンリスと 11子ぶもの

であるという。とのJUCt!Ttは thaiwanensis より jヒ jj!こうト.{j j し， Uif:;j:j( 300m より 20COm の森

林に棲んでいるもので， 服部の両側に 1 条の架色の線のあるのが異なる点である。 したがっ

て P 形態íl'~ ， 生態Íl切とみてとの両者は単なる地ßllíl句な 11111何:にすぎないものと忠われる。ととで

は仰'lLI-， Callosciurus erythraeus なるH[としてJ及うとととする。なむ， :1来集したもののう

ちには服部が住かに従色ι;iFびた1/1，/休もあったから両 fnff'Eは交雑し・ているものらしい。 /llj r~}で

は centralis より thai w anensi s の方が多(， centralis はむしろ碕で，雑和と，Uわれるもの

の方が多い。

増殖の原因

伊豆の大島は官士火山帯に属する海底火山岳で，その成:ir:1土地質学的にみでかなり新しく本

州とは全く隔離された海洋の孤島である(佐藤 '52)。とのためリス類は棲息していなかったの

であるが，たまたま 1935 "1ミに観光方債史として|司品の北東部にある泉出村 17:: 自然動物園が阿国

1 )浅川分室保護部鳥獣研究室長
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された。との動物閑の!1:S71~去とするととろは，すべての助物を白然の状態でみせるととろにあっ

た。グイワンワスもとの /'1三に台湾、から移入され， fWJ 悶の ql央にある ftIT錦地の 1000 平方メート

ルを約 5 メ{トルの拐ささに掘り P とれをコンクリ{トの怯とした囲いのなかに約 50 911のもの

が放たれた。しかるに/;iJ /~~Iは三山火山の外陥山のやや{J~な何剥地に設けられたのと，[)日闘の当初

は砂防工事が完全で、なかったのでp 豪雨i亡児まわれるたびごとに火山性の砂礁はわfWI して各所

の障壁を彼壊した。とのためクワロク(台湾鹿) Cervus taiouanus， クマ Ursus thibetanus 

jaρonicus， タイワンザル Macaca cycloρおなども!日t11 1 した。 とのうちクワロクは晴元巨して

狩猟の対象となるまでに至っている。林(未発表)によるとタイワンリスも 1935 /'j三 n J:Jに

コンクリ{トの壁の崩れた川-から約 30 頭のものがJJ5Ul I した。その後， 1937 年 2 J1 に同ーの事

故でまたも約 10 J"mのものが逃走したという。とれら約 40 1111のものの性比は不明であるがp

ぼI'f同数VL_3.互いものであったろうとのととである。

かくして枕向したものは附近の山林で蕃殖するに玉ったがp すべての条件がよかったためか

急速に増殖した。今，との大府舶の要因と店、われるものについて考察してみよう。

1. 気候|人l子

台湾では p 海抜 300m より 2000m にわたる森林に棲んで、いる垂直分布の広い動物である

(黒田 '40) 。 したがって p 大品のように暖帯林の優勢な地では原産地とほ l-:f同じ気候条111'が与

えられているようである。

2. 食物囚子

との動物は後にも~べるように雑食l生であるから気附'内に謀まれたととろでは，冬季でも食

物に不足をきたすととはないようである。

3. 天敵

前にも述ぺたように恥洋の孤品であるからとの応のIlIlJ乳動物相は貧弱で、P との動物の天般と

なり得るものは見あたらない。僅かにイタチ Mustela itatsi が考えられるが，いまだ天敵と

しての証明はなされていない。もし天敵であるとしてもその時d目、数からみて期待できるもので

はない。

とのように好い条f午に本まれp かつP 処丈i也である場合にはどの動物も驚くべき幕組力を示

すものでるる。との場合も勿論その一例にすぎないのである。

かくして)jJtHI したものは失第にその棲店、地を拡げ， 1942 年ごろには平くも問問村に現われP

1943 011二ごろには元村， 1946 年ごろにはさらに市下して!日l伏に， 1948 年には逢に南端の波浮

村に述し， /"j地のツパキに大きな被待を与えた。かくして僅か 13 "'F.にして三原山の砂漠地帯

をのぞく約 10 ， 600 ヘクタールの会J誌に分布するにいたった (Fig. 1 参JH{) 。

なむ， ;予川 ('51) によると， )Rilt付の r:1 然動物悶より IJJtlU したもののほかに元村動物店主l よ

り逃走したものと，島氏の愛育していたものの逃げたのがあるという。
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生態の棚要

1.子j '1生

!jj{産地にまTける千子1'1:はつまびらかでないが，台

湾に11二んで・いた人々の訊を結合するとその按，日、数

はあまり多くないもののようである。イJI互の大島

に;t-けるとの聞j物の習a陀は，笹-})-の司，I~査によると

火の泊りである。

帯タ'ji'[別は 12 n ごろから訣年の秋まで続くらし

い。全体として 31リlにわけるととができる。すな

わちt(ç 1 [1)]は 12 月末ごろから交巳l切に入札 1 

月末より 3)] はじめごろまでに 2~4聞を生む0

:u� 21111 日は 4~5 月ごろに産むものp 第 31m 日は

Fig. 1 ダイワンリスの分布経路

distributional map of the squirrel on 

Izu Oshima Island 
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9 f1 ごろに産む組lである。とのうち出2 回日のものが最も多く， tj'� 1 ，第 3 の聞で少ない。た

だ!日j-の1J，'H1~が何1 11 1若手抗するかは不l りjでるる。 今泉 ('48) によると， 1 n にすでに佼乳rj1の

ものもあるというから似体によりかなりの器具があるもののようでるる。皐丸の発77や野外で

の観告なと、からみて秋季をのぞいた時期jに行うものらしい。蕃九I[前期には雌雄で行動している

ととが多く p 雄がキユP キユと続けてなくと p その近くで雌がゴオP ゴオとなくのがきとえ

る。とれは第 2 回日の帯所前mJに多い。との時期に入ると巣をつくりはじめる。巣は地上 3~

10m の樹上で，外刊には Æ'Jj:位， ìlY.g葉樹の葉，樹皮などを川い p 内側には軟い樹皮， 1t.諜を敷

き p 縦 60 cm, ;j:N� 40 cm，正-;j さ 30cm ぐらいの桁円形のものをつくり p 入口はその横にぷ

けられる。巣をかける樹肢はケヤキなどの時木が多

い (Fig.2 参!!の。時にはサクラなどの低いJíJfにか

けるものもある。巣をつくるには 5~7ß を芸与する

がp 川来あがっても常に補修をつづける。また前回

の古巣を修理して再び使川するものもあるがp 年々

新たに巣をつくるのが普泊のようである。蕃殖期で、

左い時は雌と雄は別々に行動するものらしい。日 rll

はツパキ林などのうす暗い所やp 農家の納豆なぎの

暗い所に 1 頭づっ出んでいるととが多い。木のぽり

はうまく p 人や犬が近づくと樹幹の陰へ陰へと身を

かくす3 飛ぶととは上手でないがp 地上での迫力は

かなり早い。との動物は日出，日没の前後，または

Fig.2 タイワンリスの巣

a nest of the Formosan squirr巴l
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とれを百IEllflするために北の実験を行なった。すなわち ， ;Uii 2m，縦 130cm ， ;f:j さ SOcm の

金網の椛のなかにリンゴの2:~'j;ííを入れて隠れfJ;j とし，その 1[11Jに木製のトンネルを設け，動物が

川入するときには必歩とのトンネルを泊らなければならぬようにし その 11-1央ic-任者 ('53)

の考会主:した rn~昼間引白記装世」を設け℃その f円引をr'I記させた。 ますコとのなかに推 UÏl1を入

れて観黙した 1952 年 4 )J 12 fl (11 /1¥ 4時 47 分. "没 18 n手 49 分， rr;!;-) の例を示すと 19

[1年 25 う〉まで i~'Ifi)J し7こカミよス後:は翌j;U:Jの 4 f1# 42 うトま c'3':: <イ本，J:し， ヰ刻 :Uの f斤IUJは 3':: く1'jわな

いとと泊';W: IlJJ された ~Fig. 3 参JH{)() また午前と午後には 1 ~ 2f時11U ぐらい休止する時川がま》

り，その仙の時I:'r]には獄烈に出勤するととがr'I ;j己された。ニヂくに 17 時より 100 ワットの電球を

杉夜点位してみたが夕方の{本.lL時刻がが:J 10 分平くなったのみで， ~[j:Jの日引を D;J~fìする時刻は

泣わなかった (Fig. 4 参!!iü。しかし夕方の休，fても 3 日 11 よりは 30 分ぐらい遅くなり，朝

も 1 時11\1 30 分・ぐらい早くなった (Fig. 5 参照)。とれよりみると以ったより 1， 1. <週明が埴応

するようである。 また.!X~い幕で、絡 fl との枇を起ってみたがとの場合には変化!土みられなかっ

Fig.3 日泊活動の記鈷 normal ゴaily succession 

Fig.4 点燈下の日適活動 daily .succession in lighting all night (1 st day) 
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Fig.5 点燈下の日J!，lj活動'lJdaily succession in lighting all night 3 rd day) 

た。とれらの傾向はそのほかの供試したものにも認められた。さえに 10 聞のものを同時に収不

して自記させてみたが，との;場合も前例と 1 ，，] t 好品Lであった。以上のようにとの動物の 11辿i主

にはやや強い自立性が認められる。との点はよ色虫などの下等動物のものと異なるもののようで

ある。

分布の概況

大島l亡むけるとの動物の分不jjを知るととは駆除を行う上にも必要なととである。とのような

場合に近代的な統計法によって全棲息数を推計するととは批も望ましいととであるがp とれに

よるには貴利を集めるととに|付難があるので，との穂の調査にしばしばliJいられる従来のセン

サス法 census method により概数を求めてみた3 すなわち， Jjk津， I~(d 1'1 ，元付p 野士i守，差木

地:;ì立ぴ l亡波?ヂーのみ村に 1 へクタ{ルの地域を選ぴ，彼等の活動する朝 7~8 時と"夕方の 4~

5 時にその地域内の棲，口、数を調べ，とれを 1 カ所について 3 回づっ行い。その千:l{J棲息数を求

めたのが次に示すものである。調査時期1は恭捕のためあまり移動しないと忠われる 4 J:Iを控ん

だ。

今p との1~~I~j~lU地にむける伽l休数と，各付の倍息の可能な而杭とよりその甑忠、数を推定してみ

Table 1. Squirels in the standerd areas 

(each on巴 hectometer).

LJ1em 1946i 1947119州五両 1951
山

Senzu I 5 i 6 I 4 I 4 I 3 

OMa4141212l2  

MotQmura 3 4 I 3 I 2 I 2 

Nomasu 2 2 3 

Sashikiji 

2 

。 。

Habu 

Table 2. The presumption of the total 

numbers. 

一
目。

。
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ると Table 2 の通りである。

との推定は勿論IE怖を得たものと思われないがp 駆|換を実施する上の参考ーになり得るであろ

う。とれによると 1947 (，1三が最高を示しているが，それtJ.後は次第に減少の傾ー向がみられる。

とれは駆除がようやく紺についたととにもよるであろうが，との勤物の棲息数が4皆主，口、の干可q能1な主

両杭に3必手ける最;埴庖空私笥密h封詩i?f!庇支 op酢timum density を求める I仁白fr*律i弘tl吋町'1"ドF

い|い閃え刈l子でで、あろう弘。 との2事I拝I実は多〈の勤物でで、すでで、 tに乙百証正I明V川j されてUい、る c1徳患 f同司 '5日1) 。 その一例とし

て，泉津村村.の草原をあげるととカがtでで、きる。 との草聞は彼等の好む環境ではないにもかかわらや

棲息、しているのは，術度が高いための現象と見られる。その他の地域にたける平聞ではとのよ

うなととは見られなかった。また得度の低い地域では，最適の環境をi望んで1支口、しているのが

詐過であった。

全般的にみると泉ilt村の能白、数が最も多く，ついで元村，盟F士件付の順である。 li{ð 川村が比較

的に少ないのは，森林の伐保が進んだととにもよるであろう。志木地村でほとんど見られない

のは p 林相が一般に若く地日、する環境が乏しいととによるのであろう。波浮村では 1948 年に

被害が発生したが，近年はその姿すら見られない。 n ド (1951) のととろ市下のiは前線と，l目、わ

れる地点は間伏で，との間近より以北で時折ーその姿が見られるが，その数は少なく 5~10 ヘク

タールに 1 頭ぐらいである。関係者の下?によると，その全棲，店、数は 10 ， 000~15 ， OOO gñといわ

れているが，現今では 8 ， OOO~ 10 ， 000 頭とみるのが当を得ているように店われる。

Fig. 6 γ パキのI!Q痕

camellia bark harm巴::l by the squirrel 

被害の概要

との動物の食物は，その大部分が植物tTで ， q、?に木

の実を好むが. 12 J1 Ttoに採集したものの円からは

ゴミムシ利の品虫の断パーが検出されたから，助物1'[の

ものもとり雑食十1:で、ある。

との島で故も被害のあるのはツパキである。すな

わち， 12 n下旬にツバキが悶1とするやその笠をl及う

ためとれに触れて詳し，結実したものは喰訴して落下

させる。な;þ手I'iの時にも講すものがある。また樹幹に

はJ4F しい 11交11食il'{をつけて生育をさまたけおる (Fig. 6) 。

樹皮をはぐのは蕃殖前期と JU.われる時期に多いから巣

の材料とするためらしい。 被件は 15~万年生ぐら

いのものに多い。 1952 I， I~ までの被将は 500 IIIJ歩P

750 ， 000 本に珪するという(東京都 '52) 。 とのほか

にシイ p ミズキ，スギたどのXi'いものが同様の被件を
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うける o

fYWI ('51) によると，台湾では近似M屈のクリハラタイワンリス Ca. e. roberti により日

本産のスギと p ランダイスギの 10 年生ぐらいに迷したものが壊滅的な被害をうけ，ときには

数十ヘクタールの浩オ科也が被害をうけあl[托するか， Nî托しないまでも幹材の形貨を惑化させ，

}IJ材としての利川価杭を全く犬わしめるという。

動物相に及ぼした影響

品腕のような限られた地域の動物相に，新たな動物が侵入した場合には，それに大なり小な

りの変化をきたすのは当然のととであろう。

との場合にも，今泉 ('48) によると， .1')の十年息数に変化を生じたという。 すなわち，メジ

ロの本品に蒋殖するものは，蕃殖i切にその巣卯が脅かされるため減少の傾向を示し，とのため

メジロによって1臼会が媒介されているツパキの結実が阻害され， ri成産の速rZI をなしていると

いう。 メジロ p ヒヨドリがツパキの花1~.トの!lhl~介をしているととは顕箸など拝実である('f:fT1川

'52) 。 筆者の観察では p とのほかにヤマカ。ラ，シジフカラなども減少しつつあるように忠わ

れる。したがって，とれらの有益なg~J'Iの保護増殖のためにもとの動物のイ子在は望ましくな

い。

駆|伐を本体的にはじめたのは1947

I，Fごろからで p 各村ごとにIれ、あげ

の方法によったが，お[)波法の研究が

れ充分で、あったためか効込をあげる

に王らなかった。その後に一部で薬

設も行ったようである。 vえに狩猟家

の協力を件て p 銃ðiliの方法を行うに

至った。とれによってかなりの効民

生あげているように足、わ.tL-る。ま 7ζ

近年l亡友って p 市販のネズミ捕り探

モサツマイ壬を餌として生けとし

とれを観光客や動物商に売る者ーもい

る。との方法は簡単で、推奨するとと

ができる。今日までに駆除し得た総

数は IUJ らかで、ないが， 1949 年末全

駆除について

Table 3. The minimum l110rtal quantity of poisons 

pOlSO口S

P (phosphor) (黄燐)

NHCSN;も (ANTU) (アンヅー)

BaCO" (炭酸 J: 1) ウム)

CaAs03 (ITr.硫酸石氏)

CH2FCOONa (10.0) (モノブノレオーノ(-磁i喰ナト
リウム)

notes : Try to each three squirrels. 
Squirrel's weight is about 300gr. 

quantltv 
I (mg) 

6 

6 

50C 

lC 

0.5 

Table 4. The limit to have distaste for poisons 

mixe::l in a bait of O.3gr. 

Quantity 
、 (mg) 100 I 200 I 300 , 400 500 60つ

Poisons 

P ー「 ーすー 」一 コニ

NHCSNH2 :-3: 士 土 土 • L 

BaC03 ート 了
_L 

CaAs03 ゴ二

CH2FCOONa -r ト

Notes: 十 take it and die. 土 take i t, but never die. 
- never take. 巴ach thre巴 squirrels
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でにがj 1 ， 000 頭といdオノLている。

筆者はとの動物の駆除に殺1λ剤を JIJいるととを~て，各杭のものについて実験してみた。す

なわち，サツマイモを 3gr の.I[tGtr切りにし，その夫聞に75剤を塗ったものを与えてみた。 その

結果は Table 3. の通りである。

次にとれらの毒剤を忌避する限界について実験じたととろ Table 4. の通りで、あった。

との動物はネズミに比較すると，毒剤に対する警戒心が鈍いらしくかなりの量を JIJ いても忌

挫するととがないようである。とのうち決酸パリウム 500mg のものは忌避もなく，薬殺の効

県を期待することができるが， n寺には食べたものをnl: き 11'，す例休もあった。とれらのものは死

亡し左いのみならや ， ;;j，くにす[MfIf.を与えても食べようとはしなかった。アンツーは国産のものを

JI:Jいたためか苦味があるらしし 50mg を与えても JE百した。 yi.燐製剤は忌避もなく良好なも

のでるるがp 耐久性の点に欠点がある。近ごろ殺以剤として登場したモノフルオール酷般ナト

リウムは忌避もなく良好なもので y 休重 300gr のものに O.5mg に相当する量ti::与えたとと

ろ約 2時間で死亡した。しかし，との毒剤をノネズミ以外の動物に{町IJ するととは禁じられ℃

いるのみならす~狩猟日獣を毒殺するととは p 狩猟法によって禁止されているから奇剤による

駅除には多くの難点がある。

以上のととより考えれば，一部で、行われている市販のネズミナm り器による方訟をと徹底的に行

うならば，その棲店、数よりみて駆除はさして難かしいととではないであろう。なかでも泉illt.

川町，野士曾の各村には p 彼らのよい棲み家が多いからとの方法と銃挫で、I長期にわたって組織的

に行う必要がある。また II\J伏から束の地域では棲店、数が少ないから銃によるのが効果的であろ

つ。

摘要

伊豆の大島では 1935 ~I'.にダイワンリスが同ぬの動物h~1に修入されたがp たまたまとれが逃

走して山林内に増離するにいたしツパキをはじめシイタ ミズキ，スギ等に被持を与え， !l守に

r;~ 島の主要な林産物jであるツパキの実には著しい被害を与えている。筆者は同品でとの動物の

生態と， ，1駆除について研究した紡県北のととがわかった。

1. 移入されたものはタイワンリスと p 近似のアカスヂタイワンリスでp 前者の方が後者よ

り多く，両iIIT君主の雑種と思われるものも採集された。

2. J(tJî{Cの郎国としては気候p 食物p 天敵な Eの関係が良好で、あったためと考えられる。

3. Fig. 1 に示すように急速にi'æ:，日、地域を拡げて， おおむね 13 年にして全島に分布する

に至った。

4. 蕃航の生態は明らかでないが， 12 Jl;，fミより翠年の秋まで続くものらしい。 1 回の産仔

数は 2~4顕である。若手殖期以外はMfi と雌が別々に行動しているものらしい。



伊豆大島における!7イワンリスの生態と駆除 (字問) 1 i) -101ー

5. 日r:llはあまり活動しないで，早朝p タ亥UiL 多い。しかし小1:11，曇天の日には日中でも ii5

動ずる。

6. 室内実験で，彼等の日週活動をみると p 夜1mは全く活動しない。また活動を開始する時

刻並びに休JIーする時刻もほぼ一定している (Fig. 3 参J!{t) 。

7. 棲息状況は~~iI主方Ì1'jjに多く， 波浮方面には少ない。 棲息数はおおむね 8 ， OOO~10 ， OOO

頭と推定される。

8. この動物が野生化したためとの島の動物相に影響をむよぼし，メジロ p カラ類が少なく

なったようでるる。

9. 薬剤jによる駆除も有効と考えられるがp 一部に行われている Tli販のネズミナ111 り掛による

方法が推奨される。とれと，銃犯'fによる方法を長tUJに行うならば絶滅させるととも困難ではな

いであろう。

今泉義典.日本日南乳動物J図説， (1948). 

黒田長礼:原色噛乳額図説， (1940). 
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Tatsuo UllAaA¥¥'A: Behaviour of the Formosan Squirre1 on Izu Oshima 

Island and Some Methods of Extermination. 

R駸um� 

Two subspecies of the Formosan squirrel , Callosciurus erythraeus thaiωa­

nensis CBonhote) , and Ca. e. centralis (Bonhot) , were introd.uced in 1935 to the 
zoo at Senzu-mura on Oshima Island., south of Tokyo. Some thirty squirrels 

escaped. from the zoo in October 1935, and ten more in November 1937. They 
have been breeding in the surrounding forests with great increases in population 
and in range year after year. They reached Okada-mura in 1942, Motomura in 
1943, Mabuse in 1946, and Habu in 1948 (see Fig. 1). They are now found 
everywhere on the is1and, except the desert area on Mt. Mihara, covering a tota1 

of 10.400 square hectometers. 
The squirre1s are omnivorous, and are d.oing considerab1e harm to the cameIlia 

buds, flowers , seed.s , and barks, and the camelIia-oi1 crop has been d.ecreasing 
to about one thir�. of the former yie1d. Camellia-oi1 is the most important 
forειt product on the is1and. 

They breed from the end of December to the foIIowing autumn, but ther円
are three definite breeding seasons. The first is .from the end of December 
to the b♂ginning of March, the second is from Apri1 to May, and the third in 
September. Their broods contain two to four babies at one time. Their nests 

are bui1t amo孔g the branches of coniferous or decid.uous trees at three to ten 
meters from the ground (see Fig. H). 

They occur in dark p1aces solitarily during the day1ight hours, but they are 
active in the earIy moming, at sunset, on c10udy d.ays or on days of 1ight rain; 
80 we can see that they have a dai1y succesion. According to the resuIts of an 
experiment in my 1aboratory, they are never active at night, activity begins with 
the sUllI"ise, and ends about one hour after sunset (see Fig. m). 

Many occur in the Senzu district, but they are rare around Habu. As a resu1t 
of a census in a standerd area of one square hectometer (see Table 1) , thier 
tota1 popu1ation is presumed to be 8.000-10.000 inc1ividua1s. A maximum of M.OOO 
was reached in 1947, but they have been d.ecreasing since then, because exterｭ
mination wa.s started. with many hunters, traps, and poisons in 1948. However 
thes巴 methods may not be sufficient to comp1ete1y extenninate the squirrels. 

The avifauna of the is1and has been disturbed by this anima1, and it is said 
that white-eyes (Zosteroρus ραJρebrosa) and two species of tit (Parus major 
minor and P. v. varius) are d.ecreasing, reduceing the camellia-oil yield, because 
the po11ination of camelIia d.epends on these birds. 

Poisoning with 0.5 mg of CH2FCOONa , 500mg of ba03 , or 6 mg of phosphor 
are effective methods of extermination (see Table m, lV). 


